
史
料
紹
介

｢

藤
龍
家
譜
﹂
所
収
文
書
に
つ
い
て

中

村

知

裕

は
じ
め
に

佐
賀
県
立
図
書
館
に
は
現
在
︑
鍋
島
報
效
会
か
ら
多
数
の
文
書
・
記
録
類
が
寄
託
さ

れ
て
い
る
︒
そ
の
中
に
は
︑
戦
国
期
に
鍋
島
氏
が
仕
え
た
龍
造
寺
氏
に
関
す
る
も
の
も

多
数
含
ま
れ
て
い
る
︒

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
︑﹁
龍
造
寺
家
文
書
﹂
で
あ
る
が
︑
他
に
も
﹁
肥
陽
軍

記
﹂︑﹁
歴
代
鎮
西
志
﹂
な
ど
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
軍
記
物
語
や
﹁
藤
龍
家
譜
﹂
な
ど
の

家
譜
類
も
存
在
す
る
︒

そ
の
中
で
も
﹁
藤
龍
家
譜
﹂
は
︑
鎌
倉
期
か
ら
織
豊
期
に
至
る
龍
造
寺
氏
の
系
譜
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
藤
龍
家
譜
﹂
の
編
纂
時
期
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
︒
し
か

し
︑
原
本
調
査
を
行
っ
た
結
果
︑
江
戸
末
期
の
古
文
書
の
裏
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
︒
さ
ら
に
内
容
を
見
て
い
く
と
︑﹁
九
州
記
﹂
(元
禄
年
間
成

(１
)

立
︶︑﹁
直
茂
公

年
譜
﹂
(享
保
年
間
成

(２
)

立
)︑﹁
肥
陽
軍
記
﹂
(江
戸
後
期
成

(３
)

立
？
︶
と
い
っ
た
軍
記
物
語

や
系
譜
類
を
多
く
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
︑﹁
藤
龍
家
譜
﹂
は
右
の
軍
記
物
語
や
系
譜
成
立
後
︑
お
そ
ら
く
幕
末
か
ら
明
治
期
に

編
纂
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒

｢藤
龍
家
譜
﹂
で
は
︑﹁
龍
造
寺
家
文
書
﹂
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
古
文
書
を
掲
載

し
て
龍
造
寺
氏
の
系
譜
を
説
明
し
て
い
る
が
︑
そ
の
中
に
は
︑
未
翻
刻
文
書
も
多
数
残

さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
以
前
よ
り
広
く
知
ら
れ
て
い
た
が
︑
未
翻
刻
文
書
の
全
容

は
︑
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
︒

な
お
︑
文
書
の
中
に
は
︑﹃
中
世
法
制
史
料
集
﹄︑﹃
大
日
本
史
料
﹄
な
ど
で
す
で
に
一

部
収
録
し
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
が
︑
本
稿
で
は
主
に
﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
に
収

録
さ
れ
て
い
な
い
文
書
を
対
象
と
し
て
︑
一
括
し
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
︒

内
容

今
回
︑
原
本
調
査
を
行
っ
た
結
果
︑﹁
藤
龍
家
譜
﹂
に
は
計
二
四
六
通
も
の
文
書
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
そ
の
全
容
を
示
し
た
も
の
が
︻
表
︼
で
あ
る
︒

中
に
は
﹁
深
堀
家
文
書
﹂︑﹁
多
久
家
有
之
候
御
書
物
写
﹂︑﹁
田
尻
家
譜
﹂
に
残
さ
れ

て
い
る
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ

(４
)

る
︒

特
に
﹁
深
堀
家
文
書
﹂
に
見
ら
れ
る
も
の
︵︻
表
︼
40
・
57
︶
を
検
討
し
て
い
く
と
︑

南
北
朝
期
初
期
の
段
階
で
深
堀
氏
と
同
様
に
龍
造
寺
氏
も
北
朝
側
と
し
て
活
動
し
て
い

る
こ
と
か
ら
︑﹁
龍
造
寺
家
文
書
﹂
に
も
︻
表
︼
の
﹁
深
堀
家
文
書
﹂
と
同
様
の
文
書
が

残
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
ま
た
︑﹁
藤
龍
家
譜
﹂
に
あ
る
未
翻
刻
の
文
書
の
数

は
︑
偽
文
書
二
通
も
含
め
て
計
四
〇
通
に
も
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒

未
翻
刻
文
書
に
つ
い
て
︑
そ
の
年
代
は
南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
と
幅
広
く
︑
特
に
戦

国
期
の
天
正
年
間
の
文
書
が
最
も
多
い
︒
そ
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
が
︑
起
請
文
が
多
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巻

№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

一

一

寿
永
三
年
三
月
一
日

一
一
八
四

源
頼
朝
下
文

吾
妻
鏡
所
収
文
書

一

二

元
暦
二
年
正
月
日

一
一
八
五

源
頼
朝
下
文

吾
妻
鏡
所
収
文
書

一

三

文
治
二
年
九
月
二
十
七
日

一
一
八
六

大
宰
府
庁
下
文

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
一
号

一

四

建
久
五
年
二
月
二
十
五
日

一
一
九
五

将
軍
家
政
所
下
文

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
二
号

一

五

承
久
三
年
六
月
二
十
二
日

一
二
二
一

北
条
泰
時
禁
制

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
三
号

一

六

嘉
禄
二
年
二
月
日

一
二
二
六

佐
嘉
御
領
内
小
地
頭
等
申
状

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
四
号

一

七

嘉
禄
三
年
三
月
十
九
日

一
二
二
七

関
東
下
知
状

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
五
号

一

八

嘉
禄
四
年
七
月
二
十
六
日

一
二
二
八

関
東
御
教
書

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
七
号

一

九

寛
喜
二
年
正
月
二
十
四
日

一
二
三
〇

末
吉
領
政
所
下
文

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
一
〇
号

一

一
〇

寛
元
四
年
正
月
十
五
日

一
二
四
六

龍
堂
寺
領
家
公
文
所
下
文

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
一
二
号

一

一
一

建
長
元
年
五
月
二
十
日

一
二
四
九

関
東
御
教
書

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
八
号

一

一
二

(建
久
元
年
)七
月
二
十
七
日

一
一
九
〇

武
藤
資
能
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
︱
九
号

一

一
三

弘
安
十
年
正
月
二
十
九
日

一
二
八
七

北
条
為
時
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
四
号

一

一
四

弘
安
五
年
七
月
晦
日

一
二
八
二

北
条
時
定
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
三
号

龍
造
寺
家
文
書
で
は

﹁
七
月
三
十
日
﹂
と
記
述

一

一
五

弘
安
五
年
九
月
九
日

一
二
八
二

北
条
時
定
書
状

龍
造
寺
家
文
書
五
号

一

一
六

弘
安
六
年
四
月
二
十
九
日

一
二
八
三

北
条
時
定
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
六
号

一

一
七

弘
安
六
年
七
月
二
十
九
日

一
二
八
三

北
条
時
定
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
七
号

一

一
八

弘
安
七
年
正
月
二
十
九
日

一
二
八
四

北
条
為
時
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
八
号

一

一
九

弘
安
七
年
閏
四
月
十
六
日

一
二
八
四

北
条
時
定
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
九
号

一

二
〇

弘
安
七
年
八
月
一
日

一
二
八
四

北
条
時
定
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
号

巻

№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

一

二
一

正
応
五
年
九
月
晦
日

一
二
九
二

北
条
時
定
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
一
一
号

一

二
二

永
仁
元
年
十
月
五
日

一
二
九
三

北
条
時
定
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
一
二
号

一

二
三

永
仁
二
年
三
月
二
十
六
日

一
二
九
四

北
条
定
宗
書
下

龍
造
寺
家
文
書
一
三
号

一

二
四

弘
安
七
年
八
月
一
日

一
二
八
四

北
条
時
定
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
一
四
号

一

二
五

弘
安
十
年
三
月
三
十
日

一
二
八
七

北
条
為
時
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
一
五
号

一

二
六

正
応
四
年
九
月
晦
日

一
二
九
一

北
条
定
宗
覆
勘
状

龍
造
寺
家
文
書
一
六
号

一

二
七

正
和
二
年
二
月
九
日

一
三
一
三

鎮
西
御
教
書

龍
造
寺
家
文
書
一
七
号

一

二
八

正
和
二
年
十
二
月
十
八
日

一
三
一
三

藤
原
某
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
一
八
号

一

二
九

嘉
暦
二
年
十
一
月
二
十
五
日

一
三
二
七

鎮
西
御
教
書

龍
造
寺
家
文
書
五
〇
号

一

三
〇

元
弘
三
年
七
月
二
十
二
日

一
三
三
三

龍
造
寺
善
智
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
四
九
号

一

三
一

元
弘
三
年
十
月
二
十
日

一
三
三
三

龍
造
寺
善
智
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
四
八
号

一

三
二

建
武
元
年
七
月
二
十
四
日

一
三
三
四

龍
造
寺
善
智
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
五
一
号

一

三
三

建
武
元
年
七
月
二
十
四
日

一
三
三
四

龍
造
寺
善
智
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
五
二
号

一

三
四

建
武
二
年
正
月
二
十
三
日

一
三
三
五

龍
造
寺
善
智
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
五
三
号

一

三
五

建
武
二
年
十
二
月
二
十
三
日

一
三
三
五

少
弐
頼
尚
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
五
九
号

一

三
六

建
武
三
年
二
月
二
十
七
日

一
三
三
六

龍
造
寺
実
善
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
六
〇
号

一

三
七

建
武
三
年
三
月
五
日

一
三
三
六

龍
造
寺
善
智
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
五
四
号

一

三
八

建
武
三
年
三
月
十
八
日

一
三
三
六

龍
造
寺
実
善
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
六
一
号

一

三
九

建
武
三
年
四
月
五
日

一
三
三
六

龍
造
寺
善
智
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
五
五
号

一

四
〇

建
武
三
年
五
月
二
十
五
日

一
三
三
六

足
利
尊
氏
書
下
案

深
堀
家
文
書
一
六
号

︻
表
︼
﹁
藤
龍
家
譜
﹂
所
収
文
書
一
覧
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巻

№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

一

四
一

建
武
三
年
四
月
二
十
七
日

一
三
三
六

仁
木
義
長
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
六
二
号

一

四
二

建
武
三
年
七
月
十
八
日

一
三
三
六

龍
造
寺
修
善
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
号

一

四
三

建
武
三
年
七
月
二
十
日

一
三
三
六

龍
造
寺
修
善
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
二
〇
号

一

四
四

建
武
三
年
八
月
十
八
日

一
三
三
六

龍
造
寺
修
善
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
二
一
号

一

四
五

建
武
三
年
三
月
二
十
日

一
三
三
六

一
色
道
n
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
二
二
号

一

四
六

建
武
三
年
五
月
九
日

一
三
三
六

一
色
道
n
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
二
三
号

一

四
七

建
武
三
年
六
月
日

一
三
三
六

龍
造
寺
季
利
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
六
八
号

一

四
八

建
武
三
年
六
月
日

一
三
三
六

龍
造
寺
季
利
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
六
九
号

一

四
九

建
武
三
年
八
月
八
日

一
三
三
六

一
色
道
n
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
七
〇
号

一

五
〇

建
武
三
年
九
月
日

一
三
三
六

龍
造
寺
季
利
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
七
一
号

一

五
一

建
武
四
年
正
月
二
十
五
日

一
三
三
七

龍
造
寺
善
智
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
五
六
号

一

五
二

建
武
四
年
正
月
二
十
五
日

一
三
三
七

龍
造
寺
善
智
着
到
状

○

一

五
三

建
武
四
年
正
月
二
十
八
日

一
三
三
七

龍
造
寺
家
種
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
二
四
号

一

五
四

建
武
四
年
二
月
二
日

一
三
三
七

小
俣
道
剰
遵
行
状

龍
造
寺
家
文
書
五
七
号

一

五
五

建
武
四
年
二
月
二
日

一
三
三
七

小
俣
道
剰
遵
行
状

龍
造
寺
家
文
書
四
六
号

一

五
六

建
武
四
年
二
月
七
日

一
三
三
七

一
色
道
n
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
二
五
号

一

五
七

建
武
四
年
二
月
十
八
日

一
三
三
七

一
色
道
n
書
下
案

深
堀
家
文
書
二
三
号

深
堀
家
文
書
は
﹁
二
月
廿
八
日
﹂
と
記
述

一

五
八

建
武
四
年
三
月
二
十
日

一
三
三
七

一
色
道
n
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
二
二
号

一

五
九

建
武
四
年
三
月
二
十
一
日

一
三
三
七

今
川
助
時
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
六
三
号

一

六
〇

建
武
四
年
四
月
三
日

一
三
三
七

今
川
助
時
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
二
六
号

一

六
一

建
武
四
年
九
月
十
日

一
三
三
七

一
色
道
n
宛
行
状

龍
造
寺
家
文
書
七
三
号

巻

№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

二

六
二

建
武
三
年
七
月
十
八
日

一
三
三
六

龍
造
寺
修
善
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
号

二

六
三

建
武
五
年
二
月
十
七
日

一
三
三
八

一
色
道
n
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
七
四
号

二

六
四

建
武
五
年
二
月
二
十
五
日

一
三
三
八

小
俣
道
剰
遵
行
状

龍
造
寺
家
文
書
四
七
号

二

六
五

建
武
五
年
閏
七
月
六
日

一
三
三
八

今
川
頼
貞
奉
書

龍
造
寺
家
文
書
五
八
号

二

六
六

建
武
五
年
八
月
日

一
三
三
八

龍
造
寺
実
善
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
六
四
号

二

六
七

建
武
五
年
九
月
二
十
九
日

一
三
三
八

龍
造
寺
実
善
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
六
五
号

二

六
八

建
武
五
年
十
月
日

一
三
三
八

龍
造
寺
家
貞
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
九
一
号

二

六
九

暦
応
元
年
四
月
七
日

一
三
三
八

龍
造
寺
家
継
・
尼
善
仁
連
署
譲
状

龍
造
寺
家
文
書
九
二
号

龍
造
寺
家
文
書
は
﹁
暦
応
二
年
﹂
と
記
述

二

七
〇

暦
応
二
年
九
月
三
日

一
三
三
九

龍
造
寺
季
利
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
七
五
号

二

七
一

暦
応
二
年
九
月
八
日

一
三
三
九

龍
造
寺
季
利
着
到
状

龍
造
寺
家
文
書
七
六
号

二

七
二

康
永
元
年
十
月
五
日

一
三
四
二

沙
弥
某
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
九
三
号

二

七
三

康
永
二
年
四
月
九
日

一
三
四
三

一
色
道
n
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
二
八
号

二

七
四

康
永
二
年
四
月
十
九
日

一
三
四
三

一
色
道
n
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
九
四
号

二

七
五

康
永
二
年
七
月
三
日

一
三
四
三

龍
造
寺
家
政
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
二
九
号

二

七
六

康
永
二
年
七
月
五
日

一
三
四
三

龍
造
寺
家
平
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
七
八
号

二

七
七

康
永
三
年
三
月
二
十
日

一
三
四
三

龍
造
寺
上
円
譲
状

龍
造
寺
家
文
書
七
九
号

二

七
八

貞
和
三
年
五
月
十
一
日

一
三
四
七

一
色
道
n
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
三
〇
号

二

七
九

貞
和
四
年
正
月
十
日

一
三
四
八

一
色
直
氏
感
状

龍
造
寺
家
文
書
七
七
号

二

八
〇

貞
和
四
年
三
月
十
六
日

一
三
四
八

一
色
直
氏
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
八
〇
号

二

八
一

観
応
元
年
七
月
二
日

一
三
五
〇

一
色
師
光
挙
状

龍
造
寺
家
文
書
三
一
号

二

八
二

貞
和
六
年
十
月
日

一
三
五
〇

龍
造
寺
実
善
申
状

龍
造
寺
家
文
書
六
六
号
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巻

№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

二

八
三

貞
和
六
年
十
一
月
日

一
三
五
〇

龍
造
寺
家
忠
申
状

龍
造
寺
家
文
書
九
五
号

二

八
四

貞
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日

一
三
五
〇

足
利
直
冬
安
堵
状

龍
造
寺
家
文
書
九
六
号

二

八
五

貞
和
七
年
正
月
日

一
三
五
一

龍
造
寺
家
平
申
状

龍
造
寺
家
文
書
八
二
号

二

八
六

貞
和
七
年
正
月
七
日

一
三
五
一

足
利
直
冬
安
堵
状

龍
造
寺
家
文
書
八
三
号

二

八
七

観
応
二
年
八
月
十
二
日

一
三
五
一

足
利
直
冬
軍
勢
催
促
状

龍
造
寺
家
文
書
三
二
号

二

八
八

観
応
二
年
八
月
二
十
四
日

一
三
五
一

足
利
直
冬
感
状

龍
造
寺
家
文
書
三
三
号

二

八
九

観
応
二
年
十
一
月
日

一
三
五
一

龍
造
寺
家
平
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
八
四
号

二

九
〇

観
応
二
年
十
二
月
二
日

一
三
五
一

足
利
直
冬
感
状

龍
造
寺
家
文
書
三
四
号

二

九
一

観
応
二
年
十
二
月
二
十
三
日

一
三
五
一

足
利
直
冬
感
状

龍
造
寺
家
文
書
八
五
号

二

九
二

観
応
三
年
閏
二
月
十
日

一
三
五
二

平
沙
弥
某
連
署
奉
書

龍
造
寺
家
文
書
八
六
号

二

九
三

観
応
三
年
閏
二
月
二
十
日

一
三
五
二

高
木
太
郎
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
三
五
号

二

九
四

観
応
三
年
閏
二
月
二
十
一
日

一
三
五
二

宗
刑
部
丞
施
行
状

龍
造
寺
家
文
書
三
六
号

二

九
五

観
応
三
年
六
月
二
日

一
三
五
二

平
沙
弥
某
連
署
奉
書

龍
造
寺
家
文
書
三
七
号

二

九
六

貞
和
七
年
三
月
十
五
日

一
三
五
一

足
利
直
冬
感
状

龍
造
寺
家
文
書
三
八
号

二

九
七

延
文
五
年
八
月
日

一
三
六
〇

龍
造
寺
家
経
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
三
九
号

二

九
八

(延
文
五
年
︶
八
月
日

一
三
六
〇

龍
造
寺
家
貞
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
九
七
号

佐
賀
県
史
料
集
成
第
三
巻
で
は
︑
こ
の
文
書
の
年
号
を
(延
文

四
年
)と
記
述

二

九
九

延
文
五
年
十
一
月
日

一
三
六
〇

龍
造
寺
家
経
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
四
〇
号

二

一
〇
〇

延
文
六
年
九
月
日

一
三
六
一

龍
造
寺
家
平
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
八
八
号

二

一
〇
一

(年
未
詳
)二
月
二
十
七
日

少
弐
冬
資
書
状

龍
造
寺
家
文
書
八
九
号

二

一
〇
二

康
安
二
年
十
月
日

一
三
六
二

龍
造
寺
家
経
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
四
一
号

二

一
〇
三

康
安
五
年
二
月
日

一
三
六
五

龍
造
寺
熊
龍
丸
軍
忠
状

龍
造
寺
家
文
書
四
二
号

巻

№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

二

一
〇
四

天
授
二
年
六
月
十
八
日

一
三
七
六

沙
弥
某
書
下
状

龍
造
寺
家
文
書
四
三
号

二

一
〇
五

明
徳
二
年
九
月
十
日

一
三
九
一

今
川
貞
臣
官
途
吹
挙
状

龍
造
寺
家
文
書
四
四
号

二

一
〇
六

(年
未
詳
)十
二
月
二
十
一
日

少
弐
貞
頼
書
状

龍
造
寺
家
文
書
四
五
号

二

一
〇
七

文
明
十
七
年
四
月
十
三
日

一
四
八
五

龍
造
寺
康
家
制
札

○

﹃
中
世
法
制
史
料
集
﹄
第
三
巻
で
既
に
翻
刻

二

一
〇
八

文
明
十
七
年
四
月
十
三
日

一
四
八
五

龍
造
寺
康
家
制
札

○

﹃
中
世
法
制
史
料
集
﹄
第
三
巻
で
既
に
翻
刻

二

一
〇
九

(年
未
詳
)六
月
六
日

千
葉
胤
繁
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
〇
号

二

一
一
〇

永
正
二
年
三
月
十
六
日

一
五
〇
五

千
葉
某
安
堵
状

龍
造
寺
家
文
書
九
九
号

二

一
一
一

文
亀
二
年
正
月
十
一
日

一
五
〇
二

千
葉
某
安
堵
状

○

二

一
一
二

永
亀
二
年
正
月
十
六
日

一
五
〇
二

千
葉
奥
常
安
堵
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
一
号

二

一
一
三

(享
禄
四
年
)閏
五
月
二
十
日

一
五
三
一

千
葉
奥
常
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
二
号

二

一
一
四

永
正
十
一
年
三
月
十
五
日

一
五
一
四

千
葉
胤
勝
名
字
書
出

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
三
号

二

一
一
五

永
正
十
八
年
正
月
十
一
日

一
五
二
一

千
葉
胤
勝
官
途
吹
挙
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
四
号

二

一
一
六

大
永
四
年
三
月
二
十
八
日

一
五
二
四

千
葉
奥
常
安
堵
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
五
号

二

一
一
七

享
禄
二
年
八
月
十
九
日

一
五
二
九

龍
造
寺
家
門
起
請
文

○

二

一
一
八

享
禄
三
年
七
月
十
五
日

一
五
三
〇

千
葉
胤
勝
安
堵
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
六
号

二

一
一
九

享
禄
三
年
七
月
十
九
日

一
五
三
〇

龍
造
寺
家
兼
・
家
門
連
署
起
請
文

○

二

一
二
〇

(年
未
詳
)九
月
四
日

龍
造
寺
家
門
書
状

○

二

一
二
一

(年
未
詳
)七
月
九
日

大
友
義
鑑
宛
行
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
七
号

二

一
二
二

天
文
五
年
八
月
二
十
六
日

一
五
三
六

大
友
氏
老
中
連
署
奉
書

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
八
号

二

一
二
三

(天
文
五
年
)八
月
二
十
六
日

一
五
三
六

大
友
氏
老
中
連
署
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
〇
九
号

二

一
二
四

(年
未
詳
)七
月
二
十
六
日

大
友
義
鑑
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
一
〇
号
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№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

二

一
二
五

(年
未
詳
)十
二
月
十
五
日

大
友
義
鑑
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
一
一
号

二

一
二
六

天
文
八
年
六
月
二
十
二
日

一
五
三
九

万
里
小
路
惟
房
口
宣
案

龍
造
寺
家
文
書
二
四
〇
号

二

一
二
七

(天
文
十
六
年
)三
月
二
十
七
日

一
五
四
七

大
内
義
隆
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
一
三
号

二

一
二
八

天
文
十
六
年

一
五
四
七

大
内
義
隆
宛
行
状

○

偽
文
書
の
疑
義
ア
リ

二

一
二
九

(天
文
十
五
年
)七
月
二
十
五
日

一
五
四
六

大
内
義
隆
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
一
二
号

三

一
三
〇

天
文
十
九
年
七
月
一
日

一
五
五
〇

大
内
義
隆
官
途
吹
挙
状

龍
造
寺
家
文
書
一
一
四
号

三

一
三
一

永
禄
四
年
正
月
三
日

一
五
六
一

比
叡
山
栄
壽
・
亮
連
連
署
差
定
状

○

三

一
三
二

年
月
日
未
詳

比
叡
山
楞
厳
院
連
署
状

○

断
簡

三

一
三
三

(年
未
詳
)三
月
二
十
日

比
叡
山
法
印
舜
稼
書
状

○

三

一
三
四

(年
未
詳
)二
月
二
十
八
日

比
叡
山
某
書
状

○

三

一
三
五

(年
未
詳
)三
月
十
一
日

龍
造
寺
隆
信
書
状

田
尻
家
譜
二
〇
号

文
書
番
号
は
﹃
柳
川
市
史
史
料
編
﹄
の
も
の
を
用
い
た

三

一
三
六

天
正
二
年
五
月
二
十
四
日

一
五
七
四

神
代
長
良
等
連
署
起
請
文

○

三

一
三
七

天
正
三
年
五
月
六
日

一
五
七
五

松
浦
鎮
信
・
道
嘉
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
二
五
号

三

一
三
八

天
正
三
年
八
月
十
七
日

一
五
七
五

鍋
島
信
昌
起
請
文

○

三

一
三
九

元
亀
三
年
三
月
二
十
四
日

一
五
七
二

犬
塚
盛
家
起
請
文

○

三

一
四
〇

天
正
四
年
六
月
十
六
日

一
五
七
六

大
村
理
専
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
二
六
号

三

一
四
一

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

箭
上
幸
治
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
二
七
号

三

一
四
二

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

西
郷
幸
光
・
幸
勝
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
二
八
号

三

一
四
三

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

西
郷
純
賢
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
二
九
号

三

一
四
四

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

西
郷
幸
教
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
一
号

三

一
四
五

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

西
郷
純
安
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
二
号

巻

№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

三

一
四
六

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

西
郷
尭
繁
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
三
号

三

一
四
七

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

市
来
忠
末
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
四
号

三

一
四
八

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

西
郷
貞
徳
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
五
号

三

一
四
九

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

御
崎
尭
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
六
号

三

一
五
〇

天
正
五
年
十
月
十
四
日

一
五
七
七

西
郷
宗
浦
等
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
七
号

三

一
五
一

天
正
五
年
十
月
十
七
日

一
五
七
七

西
郷
幸
忠
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
八
号

三

一
五
二

天
正
五
年
十
月
十
九
日

一
五
七
七

東
純
盛
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
三
九
号

三

一
五
三

天
正
六
年
二
月
二
十
日

一
五
七
八

永
田
能
通
・
賢
通
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
〇
号

龍
造
寺
家
文
書
で
は
名
字
が
判
別
不
能

三

一
五
四

(年
未
詳
)三
月
二
十
三
日

有
馬
鎮
貴
書
状

○

三

一
五
五

天
正
六
年
三
月
十
三
日

一
五
七
八

山
代
虎
王
丸
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
一
号

三

一
五
六

天
正
六
年
三
月
十
三
日

一
五
七
八

松
園
備
・
力
武
豊
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
二
号

三

一
五
七

(年
未
詳
)六
月
十
九
日

島
津
氏
老
中
連
署
書
状

○

三

一
五
八

(年
未
詳
)二
月
十
八
日

大
友
氏
老
中
連
署
書
状

○

偽
文
書
の
疑
義
ア
リ

三

一
五
九

天
正
七
年
二
月
十
四
日

一
五
七
九

田
尻
宗
達
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
三
号

三

一
六
〇

天
正
七
年
四
月

一
五
七
九

紀
親
祐
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
四
号

三

一
六
一

天
正
七
年
五
月
二
十
一
日

一
五
七
九

鐘
江
実
続
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
五
号

三

一
六
二

天
正
七
年
十
一
月
三
日

一
五
七
九

蒲
池
鑑
運
・
鑑
広
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
七
号

三

一
六
三

天
正
七
年
六
月
吉
日

一
五
七
九

有
馬
鎮
純
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
六
号

三

一
六
四

天
正
七
年
十
月
二
十
七
日

一
五
七
九

鍋
島
信
昌
起
請
文

○

四

一
六
五

(天
正
九
年
)

一
五
八
一

龍
造
寺
隆
信
覚
書

龍
造
寺
家
文
書
一
一
九
号

四

一
六
六

(天
正
九
年
)三
月
十
七
日

一
五
八
一

木
庭
教
心
・
城
統
勝
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
一
七
号
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四

一
六
七

(天
正
九
年
)三
月
十
七
日

一
五
八
一

城
親
賢
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
一
八
号

四

一
六
八

天
正
九
年
三
月
十
七
日

一
五
八
一

城
親
賢
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
九
号

四

一
六
九

天
正
九
年
三
月
十
七
日

一
五
八
一

甲
斐
宗
運
外
六
名
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
四
八
号

四

一
七
〇

(天
正
九
年
)六
月
十
二
日

一
五
八
一

小
代
親
伝
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
二
〇
号

四

一
七
一

天
正
九
年
六
月
五
日

一
五
八
一

志
岐
鎮
起
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
〇
号

四

一
七
二

天
正
九
年
六
月
十
二
日

一
五
八
一

赤
星
統
家
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
一
号

四

一
七
三

天
正
九
年
六
月
十
六
日

一
五
八
一

蒲
池
鎮
運
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
二
号

四

一
七
四

︵
年
未
詳
︶
四
月
三
日

合
志
親
為
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
七
六
号

四

一
七
五

天
正
九
年
八
月
二
十
六
日

一
五
八
一

高
良
山
宝
生
院
鎮
興
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
三
号

四

一
七
六

天
正
九
年
八
月
二
十
六
日

一
五
八
一

高
良
山
良
寛
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
四
号

四

一
七
七

天
正
九
年
九
月
八
日

一
五
八
一

相
良
義
陽
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
五
号

四

一
七
八

(年
未
詳
)三
月
晦
日

波
多
親
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
七
五
号

龍
造
寺
家
文
書
は
[三
十
日
﹂
と
記
述

四

一
七
九

天
正
十
年
四
月
六
日

一
五
八
二

隈
部
親
泰
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
六
号

四

一
八
〇

天
正
十
年
八
月
二
十
一
日

一
五
八
二

田
尻
鑑
種
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
七
号

四

一
八
一

天
正
十
年
九
月
二
十
二
日

一
五
八
二

田
尻
鑑
種
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
八
号

四

一
八
二

天
正
十
一
年
七
月
二
十
一
日

一
五
八
三

田
尻
鑑
種
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
五
九
号

四

一
八
三

天
正
十
一
年
十
一
月
朔
日

一
五
八
三

田
尻
鎮
直
外
八
名
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
〇
号

龍
造
寺
家
文
書
は
﹁
一
日
﹂
と
記
述

四

一
八
四

天
正
十
一
年
十
二
月
一
日

一
五
八
三

田
尻
長
松
丸
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
一
号

四

一
八
五

天
正
十
二
年
八
月
一
日

一
五
八
四

吉
田
信
景
起
請
文
写

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
八
(一
～
二
頁
)で
既
に
翻
刻

四

一
八
六

天
正
十
二
年
四
月
二
十
八
日

一
五
八
四

永
田
賢
保
外
二
名
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
二
号

四

一
八
七

天
正
十
二
年
六
月
二
日

一
五
八
四

隈
部
親
泰
・
親
永
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
三
号

巻
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年
月
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名
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収
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考

四

一
八
八

天
正
十
二
年
八
月
二
十
三
日

一
五
八
四

田
尻
鑑
種
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
四
号

四

一
八
九

天
正
十
二
年
八
月
二
十
六
日

一
五
八
四

原
田
家
益
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
六
号

龍
造
寺
家
文
書
で
は
人
名
が
判
別
不
能

四

一
九
〇

(年
未
詳
)九
月
十
四
日

筑
紫
広
門
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
八
〇
号

四

一
九
一

天
正
十
二
年
九
月
十
四
日

一
五
八
四

龍
造
寺
家
晴
起
請
文

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
七
(五
七
～
五
八
頁
)で
既
に
翻
刻

四

一
九
二

天
正
十
二
年
九
月
十
六
日

一
五
八
四

高
良
山
良
憲
外
二
名
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
五
号

龍
造
寺
家
文
書
で
は
﹁
高
良
山
衆
徒
中
﹂﹁
宗
讃
﹂
の
部
分
が

判
別
不
能

四

一
九
三

天
正
十
二
年
十
月
十
六
日

一
五
八
四

原
純
英
外
一
三
名
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
七
号

四

一
九
四

(年
未
詳
)十
一
月
三
日

秋
月
種
実
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
八
一
号

四

一
九
五

天
正
十
二
年
霜
月
吉
日

一
五
八
四

三
池
親
基
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
八
号

四

一
九
六

天
正
十
二
年
十
二
月
七
日

一
五
八
四

筑
紫
広
門
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
六
九
号

四

一
九
七

(年
未
詳
)九
月
四
日

足
利
義
昭
御
内
書

龍
造
寺
家
文
書
一
二
二
号

四

一
九
八

(年
未
詳
)九
月
四
日

一
色
昭
秀
・
真
木
島
昭
光
連
署
御
内
書
副

状

龍
造
寺
家
文
書
一
二
四
号

四

一
九
九

(年
未
詳
)八
月
二
十
五
日

毛
利
輝
元
書
状

龍
造
寺
家
文
書
一
二
三
号

四

二
〇
〇

(年
未
詳
)五
月
二
十
日

龍
造
寺
政
家
書
状

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
一
六
(二
四
頁
)で
既
に
翻
刻

四

二
〇
一

(年
未
詳
)五
月
二
十
日

龍
造
寺
政
家
書
状

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
一
六
(二
四
頁
)で
既
に
翻
刻

四

二
〇
二

天
正
十
三
年
三
月
七
日

一
五
八
五

原
田
信
種
・
劉
雲
軒
連
署
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
七
〇
号

四

二
〇
三

天
正
十
二
年
十
二
月
十
二
日

一
五
八
四

正
親
町
天
皇
綸
旨

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
一
〇
(三
一
九
頁
)で
既
に
翻
刻

四

二
〇
四

(年
未
詳
)四
月
十
五
日

龍
造
寺
政
家
書
状

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
一
〇
(三
一
九
～
三
二
〇
頁
)で
既

に
翻
刻

四

二
〇
五

(年
未
詳
)十
月
日

比
叡
山
豪
盛
書
状

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
一
〇
(三
二
〇
頁
)で
既
に
翻
刻

四

二
〇
六

天
正
十
三
年
七
月
二
日

一
五
八
五

鍋
島
信
生
起
請
文

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
一
六
(三
二
〇
頁
)で
既
に
翻
刻

四

二
〇
七

天
正
十
三
年
八
月
二
十
九
日

一
五
八
五

筑
紫
広
門
起
請
文

○

﹃
大
日
本
史
料
﹄
第
一
一
編
一
八
(四
〇
八
頁
)で
既
に
翻
刻

四

二
〇
八

天
正
十
三
年
九
月
晦
日

一
五
八
五

龍
造
寺
家
晴
起
請
文

○
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四

二
〇
九

天
正
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日

一
五
八
五

安
武
家
綱
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
七
二
号

四

二
一
〇

(年
未
詳
)二
月
二
十
三
日

小
早
川
隆
景
書
状

○

四

二
一
一

(年
未
詳
)卯
月
三
日

筑
紫
広
門
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
七
七
号

四

二
一
二

天
正
十
四
年
卯
月
十
日

一
五
八
六

波
多
親
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
七
三
号

四

二
一
三

天
正
十
四
年
四
月
十
一
日

一
五
八
六

鍋
島
信
生
起
請
文

〇

四

二
一
四

天
正
十
四
年
卯
月
十
三
日

一
五
八
六

龍
造
寺
政
家
起
請
文

〇

四

二
一
五

天
正
十
四
年
三
月
二
十
四
日

一
五
八
六

伊
集
院
忠
棟
起
請
文

〇

四

二
一
六

天
正
十
四
年
七
月
二
十
九
日

一
五
八
六

伊
集
院
忠
棟
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
二
五
〇
号

四

二
一
七

天
正
十
四
年
十
一
月
七
日

一
五
八
六

黒
田
孝
高
・
毛
利
輝
元
連
署
起
請
文

○

四

二
一
八

天
正
十
四
年
霜
月
二
十
七
日

一
五
八
六

波
多
親
起
請
文

○

四

二
一
九

(年
未
詳
)極
月
二
日

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

○

四

二
二
〇

天
正
十
四
年
十
二
月
七
日

一
五
八
六

波
多
親
起
請
文

龍
造
寺
家
文
書
一
七
四
号

四

二
二
一

(年
未
詳
)十
二
月
十
七
日

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
八
二
号

四

二
二
二

(年
未
詳
)正
月
二
十
三
日

大
谷
吉
継
書
状

○

四

二
二
三

(年
未
詳
)三
月
二
十
六
日

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
八
五
号

四

二
二
四

(年
未
詳
)卯
月
十
五
日

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

多
久
家
有
之
候
御
書
物
写
六
号

四

二
二
五

(天
正
十
五
年
)卯
月
十
五
日

一
五
八
七

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
八
六
号

四

二
二
六

(年
未
詳
)五
月
一
日

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

多
久
家
有
之
候
御
書
物
写
五
号

四

二
二
七

(天
正
十
五
年
)九
月
二
十
一
日

一
五
八
七

戸
田
勝
隆
書
状

龍
造
寺
家
文
書
二
〇
六
号

四

二
二
八

(天
正
十
五
年
)九
月
二
十
四
日

一
五
八
七

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
六
号

四

二
二
九

(天
正
十
五
年
)十
月
十
三
日

一
五
八
七

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
〇
号

巻

№

年
月
日

西
暦

文
書
名

未
収
載

刊
本

備
考

四

二
三
〇

(天
正
十
五
年
)十
月
十
四
日

一
五
八
七

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
一
号

四

二
三
一

(天
正
十
五
年
)十
一
月
十
日

一
五
八
七

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
九
号

四

二
三
二

(天
正
十
五
年
)十
一
月
十
六
日

一
五
八
七

戸
田
勝
隆
書
状

龍
造
寺
家
文
書
二
〇
七
号

四

二
三
三

(天
正
十
五
年
)十
二
月
十
日

一
五
八
七

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
二
号

四

二
三
四

(天
正
十
五
年
)十
二
月
二
十
七
日

一
五
八
七

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
八
号

四

二
三
五

(天
正
十
六
年
)二
月
二
十
日

一
五
八
八

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
四
号

龍
造
寺
家
文
書
は
朱
印
状
で
は
な
く
︑
直
書
形
式

四

二
三
六

(天
正
十
六
年
)二
月
二
十
九
日

一
五
八
八

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
八
四
号

四

二
三
七

(天
正
十
六
年
)閏
五
月
十
四
日

一
五
八
八

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
二
〇
一
号

四

二
三
八

天
正
十
六
年
七
月
六
日

一
五
八
八

中
山
慶
親
奉
口
宣
案

龍
造
寺
家
文
書
二
五
二
号

四

二
三
九

天
正
十
六
年
七
月
六
日

一
五
八
八

中
山
慶
親
奉
口
宣
案

龍
造
寺
家
文
書
二
五
三
号

四

二
四
〇

(天
正
十
六
年
)七
月
二
十
八
日

一
五
八
八

飛
鳥
井
雅
継
書
状

○

四

二
四
一

(天
正
十
六
年
)八
月
十
日

一
五
八
八

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
九
五
号

四

二
四
二

(天
正
十
六
年
)九
月
十
八
日

一
五
八
八

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
一
八
九
号

四

二
四
三

(年
未
詳
)十
月
二
十
八
日

毛
利
輝
元
書
状

○

四

二
四
四

(天
正
十
六
年
)十
一
月
十
一
日

一
五
八
八

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
二
〇
二
号

龍
造
寺
家
文
書
は
朱
印
状
で
は
な
く
︑
直
書
形
式

四

二
四
五

天
正
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日

一
五
八
八

龍
造
寺
政
家
書
状

○

四

二
四
六

天
正
十
八
年
三
月
七
日

一
五
九
〇

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

龍
造
寺
家
文
書
二
〇
三
号

龍
造
寺
家
文
書
は
﹁
二
月
廿
九
日
﹂
と
記
述

※
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
﹁
未
収
載
﹂
は
﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
に
未
収
載
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒



く
見
ら
れ
る
︒
起
請
文
に
目
を
向
け
た
龍
造
寺
氏
の
研
究
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る

(５
)

が
︑

今
回
紹
介
さ
れ
る
文
書
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
肥
前
に
お
け
る
起
請
文
の
新
た

な
特
色
が
見
出
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
︒

ま
た
﹁
藤
龍
家
譜
﹂
で
は
︑
龍
造
寺
家
兼
と
そ
の
子
家
門
の
発
給
文
書
も
い
く
つ
か

見
ら
れ
る
︒

家
兼
は
一
般
に
剛
忠
の
名
で
知
ら
れ
て
お
り
︑
龍
造
寺
氏
の
庶
流
水
ヶ
江
龍
造
寺
氏

の
当
主
と
し
て
勢
力
を
誇
っ
た
︒
そ
の
子
家
門
は
天
文
年
間
に
水
ヶ
江
龍
造
寺
氏
の
当

主
を
受
け
継
い
だ
人
物
で
あ
る
︒

近
世
に
編
纂
さ
れ
た
軍
記
物
語
に
よ
る
と
︑
家
兼
の
一
族
は
少
弐
氏
重
臣
馬
場
頼
周

に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
︑
家
門
を
は
じ
め
と
し
て
︑
一
族
の
大
半
が
誅
殺
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
︒
生
き
残
っ
た
家
兼
は
︑
そ
の
後
︑
筑
後
蒲
池
氏
の
救
援
を
得
て
馬
場
頼
周
へ
の

復
讐
を
果
た
し
︑
曾
孫
の
隆
信
を
擁
立
し
て
水
ヶ
江
龍
造
寺
氏
の
復
権
を
は
か
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
家
兼
と
家
門
を
含
む
一
族
に
つ
い
て
は
︑
不
明
な
点
が
多
く
︑
果

た
し
て
家
兼
一
族
へ
の
誅
殺
事
件
も
実
際
に
起
こ
っ
た
の
か
︑
当
時
の
史
料
で
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
た
だ
︑
今
回
発
見
さ
れ
た
家
兼
・
家
門
発
給
文
書
を
読
み
込
み
︑

関
係
史
料
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
天
文
年
間
に
お
け
る
龍
造
寺
氏
の
状
況
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
︒

ま
た
︑
今
回
翻
刻
し
た
﹁
藤
龍
家
譜
﹂
所
収
文
書
で
は
︑
比
叡
山
と
の
関
係
性
を
示

す
文
書
が
計
六
通
確
認
で
き
た
︒
そ
の
内
容
は
︑
第
十
八
世
の
座
主
元
三
大
師
良
源
の

命
日
に
催
さ
れ
る
元
三
会
の
勤
仕
に
関
す
る
も
の
︵
九
・
一
〇
・
一
一
号
︶︑
延
暦
寺
と

密
接
な
関
係
を
有
す
る
日
吉
社
の
造
営
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
︵
二
四
・
二
五
・
二
六

号
︶︒｢龍

造
寺
家
文
書
﹂
に
は
︑
龍
造
寺
氏
と
比
叡
山
と
の
関
わ
り
を
示
す
文
書
が
ほ
と
ん

ど
残
さ
れ
て
い
な
い
︒
そ
の
た
め
龍
造
寺
氏
と
朝
廷
・
在
京
寺
社
な
ど
京
都
と
の
関
係

に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
皆
無
で
あ
る
︒
今
後
は
今
回
紹
介
す
る
比
叡
山
関
係
の
文
書

を
足
掛
か
り
と
し
て
︑
さ
ら
に
関
係
史
料
の
発
掘
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
こ
れ
ま

で
見
え
な
か
っ
た
龍
造
寺
氏
と
京
都
の
朝
廷
・
寺
社
と
の
関
係
が
見
出
せ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
︒

注
︵
１
︶﹁﹁
鍋
島
直
茂
公
譜
﹂
等
解
題
﹂︵
佐
賀
県
立
図
書
館
編
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
一
巻
﹄
一
九
九

三
年
︶
四
頁
︒

︵
２
︶
福
岡
県
立
図
書
館
編
﹃
閲
史
筌
蹄

筑
前
郷
土
誌
解
題

︵
復
刻
版
︶
上
巻
﹄︵
文
献
出
版

一

九
七
六
年

一
九
三
四
年
版
の
復
刻
版
︶
五
四
～
五
五
頁
︒

︵
３
︶
佐
賀
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
︑
成
立
を
江
戸
後
期
と
し
て
い
る
が
︑
そ
の
根
拠
は

不
明
で
あ
る
︒

︵
４
︶﹁
深
堀
家
文
書
﹂
は
﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
第
四
巻
︑﹁
多
久
家
有
之
候
御
書
物
﹂
は
﹃
佐
賀
県

史
料
集
成
﹄
第
一
〇
巻
︑﹁
田
尻
家
譜
﹂
は
﹃
柳
川
市
史

史
料
編
Ⅲ
﹄
で
そ
れ
ぞ
れ
翻
刻
さ
れ

て
い
る
︒

︵
５
︶
松
田
博
光
﹁
戦
国
末
期
の
起
請
文
に
関
す
る
一
考
察
︱
﹁
龍
造
寺
家
文
書
﹂
の
事
例
を
中
心
に

︱
﹂︵﹃
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
﹄
一
五

二
〇
〇
二
年
︶︑
堀
本

一
繁
﹁
戦
国
期
に
お
け
る
肥
前
河
上
社
と
地
域
権
力
﹂︵
一
宮
研
究
会
編
﹃
中
世
一
宮
制
の
歴
史

的
展
開

上
巻
﹄
岩
田
書
院

二
〇
〇
四
年
︶︒

︻
凡
例
︼

一

本
史
料
は
鍋
島
報
效
会
所
蔵
(佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
)﹁
藤
龍
家
譜
﹂
の
中
で
も
︑

文
書
四
〇
点
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒

一

今
回
の
史
料
紹
介
で
は
一
部
翻
刻
さ
れ
て
い
る
文
書
も
あ
る
が
︑
あ
ま
り
知
ら
れ

て
お
ら
ず
︑﹃
佐
賀
県
史
料
集
成
﹄
に
も
収
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
紹
介
の
対
象
と

す
る
︒

一

文
書
名
の
下
に
︹

︺
で
︻
表
︼
に
付
け
ら
れ
て
い
る
文
書
番
号
を
記
し
た
︒
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一

漢
字
の
字
体
は
︑
常
用
漢
字
表
や
人
名
漢
字
表
に
則
っ
た
︒
そ
れ
以
外
の
漢
字

(い
わ
ゆ
る
表
外
漢
字
)や
変
体
仮
名
は
適
宜
処
理
し
た
︒

一

校
訂
者
の
加
え
た
註
の
内
︑
説
明
中
に
は
︵

︶
を
用
い
た
︒

一

龍
造
寺
善
智
着
到
状
写
︹
五
二
︺

肥
前
国
龍
造
寺
左
衛
門
次
郎
入
道
善
智
為
致
軍
忠
︑
令
馳
参
候
畢
︑
以
此
旨
今
月

五
日
可
有
御
披
露
候
︑
恐
惶
謹
言
︑

建
武
四
年
正
月
廿
五
日

藤
原
︱
︱

(龍
造
寺
善
智
)

進
上
御
奉
行
所

承
了
(花
押
影
)

二

龍
造
寺
康
家
制
札
写
︹
一
〇
七
︺

制
札

右
︑
於
当
津
寄
船
之
事
︑

縦
雖
有
風
波
漂
蕩
之
難
︑
不
可
有
奪
取
︑
若
相
違
犯
輩
者
︑
可
被
罪
科
者
也
︑
仍

制
札
如
件
︑

文
明
十
七
年
四
月
十
三
日

三

龍
造
寺
康
家
制
札
写
︹
一
〇
八
︺

制
札

一
︑
和
市
者
︑
依
時
節
可
売
買
事
︑

一
︑
押
買
・
狼
藉
之
事
︑

一
︑
有
酔
狂
人
者
︑
為
目
代
先
可
置
搦
事
︑

一
︑
博
奕
之
事
︑

一
︑
盗
賊
之
事
︑

右
︑
於
背
此
条
之
輩
者
可
被
処
罪
科
者
也
︑
仍
制
札
如
件
︑

文
明
十
七
年
四
月
十
三
日

四

千
葉
某
安
堵
状
写
︹
一
一
一
︺

肥
前
国
佐
賀
郡
之
内
関
屋
山
之
事
︑

右
︑
依
為
奉
公
可
知
行
之
状
如
件
︑

文
亀
二
年
正
月
十
一
日

平
(花
押
影
)

龍
造
寺
孫
九
郎
殿
江

五

龍
造
寺
家
門
起
請
文
写
︹
一
一
七
︺

右
︑
於
向
後
互
無
相
違
可
申
承
事
︑

一
︑
自
然
不
審
之
儀
候
者
︑
無
御
等
閑
承
尋
可
申
事
︑

一
︑
諸
篇
一
味
同
心
可
申
談
事
︑

一
︑
永
代
知
音
可
申
事
︑

若
︑
此
旨
令
違
犯
者
︑

日
本
国
中
大
小
神
¦
冥
道
︑
殊
者
当
国
鎮
守
千
栗
八
幡
大
菩
薩
︑
二
宮
河
上
大

明
神
︑
金
立
大
権
現
︑
天
山
大
明
神
︑
与
賀
大
明
神
︑
大
堂
六
所
大
明
神
︑
氏

神
八
幡
大
菩
薩
︑
可
蒙
御
罰
者
也
︑
仍
如
件
︑

享
禄
二
年
巳
丑
八
月
十
九
日

家
門

(龍
造
寺
)

(花
押
影
)

胤
久

(龍
造
寺
)

進
覧
候

六

龍
造
寺
家
兼
・
家
門
連
署
起
請
文
写
︹
一
一
九
︺

一
︑
親
類
無
二
無
之
外
無
別
条
候
︑
総
領
︑

｢藤龍家譜」所収文書について
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一
︑
対
胤
久
違
申
間
敷
事
︑

一
︑
対
兵
部
大
輔
方
被
仰
事
候
者
︑
可
為
御
同
前
候
︑

一
︑
幕
之
事
可
為
御
意
侭
候
︑

右
︑
条
々
事
至
相
違
者
︑
弓
矢
八
幡
︑
摩
利
支
天
︑
殊
ニ
者
氏
神
八
幡
︑
可
蒙

御
罰
者
也
︑
仍
起
請
文
如
件
︑

享
禄
三
年
庚
寅
七
月
十
九
日

龍
造
寺
三
郎
兵
衛
尉

家
門
(花
押
影
)

家
兼
(花
押
影
)

胤
久

進
覧御

宿
所

七

龍
造
寺
家
門
書
状
写
︹
一
二
〇
︺

熊
ト

(マ
ゝ
)

申
候
︑
仍
今
度
就
陣
立
之
儀
︑
無
余
儀
入
用
候
間
︑
幕
仕
立
候
︑
去
々
年
茂

無
分
説
ト
モ
申
サ
レ
︑
委
細
承
候
間
︑
既
ニ
書
キ
カ
エ
申
候
︑
今
以
不
可
有
別
条

候
︑
兄
ニ
テ
候
者
︑
幕
之
コ
ト
ク
誘
可
申
候
︑
精
西
山
綱
五
郎
可
申
候
︑
可
得
御

意
候
︑
諸
慶
恐
惶
謹
言
︑

九
月
四
日

家
門
(花
押
影
)

上
書
ニ
胤
久
進
覧
候

三
郎
兵
衛
尉
家
門

八

大
内
義
隆
宛
行
状
写
︹
一
二
八
︺

合
戦
勝
利
之
由
神
妙
也
︑
仍
所
望
之
地
佐
賀
郡
之
内
五
十
町
・
神
埼
郡
之
内
西
郷

五
百
町
・
三
根
郡
之
内
下
村
弐
百
町
・
坊
所
三
百
町
等
事
所
宛
行
也
︑
猶
以
可
抽

忠
節
之
状
如
件
︑

天
文
十
六
年

義
隆

(大
内
)

龍
造
寺
宮
内
大
輔
殿

※
偽
文
書
の
疑
義
ア
リ
︒

九

比
叡
山
栄
壽
・
亮
連
連
署
差
定
状
写
︹
一
三
一
︺

定
心
房
経
蔵

龍
造
寺
殿

右
︑
明
年
元
三
会
捧
物
奉
行
事
︑
所
差
定
如
件
︑

永
禄
四
年
正
月
三
日

長
行
事
阿
闍
梨
亮
連

長
行
事
阿
闍
梨
栄
壽

一
〇

比
叡
山
楞
厳
院
連
署
状
断
簡
写
︹
一
三
二
︺

楞
厳
院
検
校
大
僧
都
印
判

権
大
僧
都
法
印
大
和
尚
位
直
運

右
同

宗
鎮

右
同

舜
秀

右
同

良
賢

右
同

正
円

右
同

最
壽

右
同

兼
秀

右
同

宗
政

一
一

比
叡
山
法
印
舜
稼
書
状
写
︹
一
三
三
︺

為
元
三
会
御
勤
仕
︑
去
年
黄
金
十
枚
参
着
候
︑
則
遂
曳
進
申
候
︑
満
徒
衆
悦
旨
候
︑

弥
御
所
願
成
就
之
祈
念
︑
被
抽
精
誠
候
︑
就
其
大
師
備
物
進
致
候
︑
目
出
度
可
被
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成
御
拝
領
候
︑
尚
使
僧
可
申
入
候
︑
恐
々
謹
言
︑

三
月
廿
日

法
印
舜
稼
判

龍
造
寺
山
城
守

(
隆

信

)

御
宿
所

一
二

比
叡
山
(？
)某
書
状
写
︹
一
三
四
︺

坂
東
寺
之
儀
︑
可
対
当
門
末
寺
之
由
︑
被
加
下
知
候
旨
︑
感
悦
之
至
候
︑
猶
以
寺

中
之
法
度
向
後
堅
被
申
付
候
︑
弥
於
敬
信
者
仏
法
再
興
之
大
基
︑
併
可
為
武
運
延

長
之
懇
祈
候
︑
猶
使
僧
可
申
候
也
︑

二
月
廿
八
日

判

龍
造
寺
殿

一
三

神
代
長
良
等
連
署
起
請
文
写
︹
一
三
六
︺

再
拝
々
天
罰
起
請
文

一
︑
対
龍
造
寺
隆
信
・
同
鎮
賢
・
江
上
種
家
︑
為
神
代
長
良
・
同
兄
次
郎
尽
未
来

際
︑
不
可
悪
心
悪
行
之
事
︑

付
リ
質
人
ノ
義
ハ
何
時
モ
御
意
次
第
可
遣
置
候
事
︑

一
︑
隆
信
・
鎮
賢
・
種
家
御
為
ニ
不
罷
成
儀
候
者
︑
為
神
代
長
良
何
方
江
モ
聊
申

扱
間
敷
候
事
︑

一
︑
如
此
申
談
候
上
者
︑
縦
隆
信
御
事
虎
口
勇
死
横
死
雖
有
之
︑
到
鎮
賢
・
種
家

為
神
代
長
良
・
兄
次
郎
企
悪
行
悪
心
間
敷
候
事
︑

右
︑
条
々
於
令
違
犯
者
︑
神
文
略
之
︑
後
是
ニ
倣
也
︑

天
正
二
年
五
月
廿
四
日

神
代
刑
部
大
輔

長
良
血
判

同
兄
次
郎右

同

龍
造
寺
鎮
賢

江
上
種
家

龍
造
寺
隆
信

進
覧

一
四

鍋
島
信
昌
起
請
文
写
︹
一
三
八
︺

再
拝
々
々
敬
白
天
罰
起
請
文

一
︑
隆
信
様
ニ
奉
対
候
様
ニ
︑
自
今
以
後
鎮
賢
様
ヲ
相
歎
可
申
事
︑

一
︑
世
上
之
取
沙
汰
■
法
可
在
御
聞
之
事
︑

一
︑
有
為
転
変
之
世
上
︑
雖
相
替
時
候
︑
野
ニ
モ
山
ニ
モ
身
躰
之
限
︑
可
立
御
用

之
事
︑

右
︑
条
々
於
相
違
者
︑

天
正
三
年
八
月
十
七
日

鍋
島
飛
驒
守信

昌
御
血
判

鎮
賢
公
進
覧

一
五

犬
塚
盛
家
起
請
文
写
︹
一
三
九
︺

再
拝
々
々
敬
白
天
罰
起
請
文

一
︑
今
度
請
貴
意
致
入
国
候
段
︑
尽
未
来
際
御
深
恩
之
処
︑
不
可
有
失
念
之
事
︑

一
︑
請
御
下
知
致
入
国
永
々
二
心
野
心
不
可
存
候
事
︑

一
︑
向
後
可
有
御
用
之
地
盤
不
浅
候
事
︑

元
亀
三
年
三
月
廿
四
日

犬
塚
弾
正
忠
盛
家
血
判
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隆
信

鎮
賢

進
覧
之
候

一
六

有
馬
鎮
貴
書
状
写
︹
一
五
四
︺

対
隆
信
・
鎮
賢
改
先
非
向
後
得
御
指
南
度
念
望
候
条
︑
内
意
之
段
申
尽
候
︑
就
夫

然
々
為
可
得
御
意
安
富
左
兵
衛
尉
差
遣
候
︑
就
中
故
但
州
至
此
方
別
而
被
添
御
心

之
段
︑
今
ニ
無
忘
却
候
︑
其
積
無
相
違
弥
御
入
魂
所
仰
候
︑
於
存
分
ハ
用
口
上
候

条
不
能
審
候
︑
恐
々
謹
言
︑

三
月
廿
三
日

鎮
貴
在
判

納
富
左
馬
大
輔
殿
御
宿
所

一
七

島
津
氏
老
中
連
署
書
状
写
︹
一
五
七
︺

先
年
一
¸
啓
入
候
刻
︑
御
懇
札
畏
悦
至
極
ニ
候
︑
為
其
$
ト
今
度
加
雲
斎
被
差
上

候
処
︑
通
用
依
難
成
従
中
途
帰
宅
候
︑
抑
日
州
之
事
︑
義
久
(島
津
)

雖
分
国
累
年
逆
心
故
︑

旧
冬
被
属
案
利
候
︑
然
者
自
豊
後
至
当
郡
防
戦
候
哉
︑
万
一
実
候
ハ
︑
弥
向
後
甚

深
ク
可
申
談
之
段
所
希
候
ニ
ヨ
リ
︑
乍
微
少
絹
布
四
端
令
進
之
候
︑
聊
補
空
書
斗

候
︑
期
来
信
候
︑
恐
々
謹
言
︑

六
月
十
九
日

経
定
(村
田
)

在
判

光
宗

(平
田
)

右
同

意
鍋
右
同

(川
上
意
釣
カ
)

納
富
殿

鍋
島
殿

一
八

大
友
氏
老
中
連
署
書
状
写
︹
一
五
八
︺

至
日
州
表
急
度
御
出
勢
之
条
︑
遠
方
乍
辛
労
此
節
︑
別
而
馳
走
可
為
御
祝
着
之
由
︑

以
御
書
被
仰
出
候
︑
委
細
三
僚
エ
被
仰
含
候
条
︑
不
能
詳
候
︑
恐
々
謹
言
︑

二
月
十
八
日

田
原
近
江
入
道紹

忍
判

朽
網
三
河
入
道宗

歴
判

田
北
相
模
守

鎮
周
判

吉
岡
越
中
守

鑑
興
判

志
賀
安
房
入
道道

輝
判

佐
伯
紀
伊
入
道宗

天
判

龍
造
寺
山
城
守

※
偽
文
書
の
疑
義
ア
リ
︒

一
九

鍋
島
信
昌
起
請
文
写
︹
一
六
四
︺

再
拝
々
々
天
罰
起
請
文

一
︑
奉
対
鎮
賢
様
於
自
今
以
後
︑
二
心
野
心
無
之
相
歎
可
申
之
候
事
︑

付
密
談
之
儀
御
入
魂
候
モ
︑
口
外
申
間
敷
事
︑

一
︑
領
地
等
何
編
御
相
談
可
申
上
事
︑

一
︑
鎮
賢
様
御
為
ニ
不
罷
成
儀
存
寄
承
付
候
者
︑
無
邪
儀
表
裏
可
立
御
耳
之
事
︑

一
︑
鎮
賢
様
飛
驒
守
間
ニ
万
一
讒
言
者
ニ
テ
互
ニ
別
儀
可
被
思
召
之
時
者
︑
鎮
賢
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公
御
為
ニ
罷
成
候
様
︑
為
飛
驒
守
相
歎
可
申
事
︑

付
リ
鎮
賢
公
御
為
ニ
不
罷
成
儀
申
上
間
敷
事
︑

右
︑
条
々
於
令
相
違
者
︑

天
正
七
年
已
卯
月
十
月
廿
七
日

鍋
島
飛
驒
守

信
昌
御
血
判

進
上
鎮
賢
公

(龍
造
寺
政
家
)

二
〇

吉
田
信
景
起
請
文
写
︹
一
八
五
︺

再
拝
々
々
敬
白
天
罰
起
請
文
之
事

一
︑
奉
対
政
家
公
様
・
信
生
様
野
心
二
心
毒
薬
有
間
敷
之
事
︑

一
︑
今
度
島
原
表
虎
口
之
御
使
被
仰
付
候
時
刻
︑
信
生
様
御
意
之
外
︑
大
殿
様
江

自
分
ヲ
不
申
上
候
︑
大
殿
様
御
意
之
外
︑
信
生
様
江
自
分
不
申
上
候
事
︑

付
リ
虎
口
之
見
計
者
仕
違
候
事
︑

一
︑
此
以
後
政
家
公
様
・
信
生
様
御
両
役
人
ヨ
リ
︑
自
然
密
々
段
被
仰
聞
候
共
︑

口
外
有
間
敷
候
事
︑

右
︑
条
々
於
相
違
者
︑

天
正
十
二
年
甲
申
八
月
一
日

吉
田
清
内
左
衛
門
尉
信
景
血
判

葉

上
総
介
殿

中
山
対
馬
守
殿

二
一

龍
造
寺
家
晴
起
請
文
写
︹
一
九
一
︺

再
拝
々
々
天
罰
起
請
文

一
︑
奉
対
政
家
公
為
家
晴
尽
未
来
際
︑
無
悪
心
悪
行
可
立
御
用
地
盤
不
浅
候
事
︑

一
︑
万
一
従
敵
方
計
策
等
之
儀
モ
︑
於
申
来
ハ
書
状
ハ
不
解
紐
口
上
ハ
不
浅
一
言

御
入
魂
可
申
之
事
︑

付
リ
隠
密
之
儀
雖
仰
聞
候
︑
口
外
申
間
敷
候
事
︑

一
︑
政
家
公
家
晴
間
ニ
自
然
讒
者
中
言
於
有
之
ハ
︑
相
糺
邪
正
御
憲
法
之
儀
可
自

出
之
事
︑

右
︑
条
々
於
令
違
犯
者
︑

天
正
十
二
年
九
月
十
四
日

上
総
介

(龍

造

寺
)

家
晴

政
家
公
進
覧

二
二

龍
造
寺
政
家
書
状
写
︹
二
〇
〇
︺

去
年
九
月
四
日
御
内
書
正
月
廿
五
日
謹
テ
頂
戴
仕
候
︑
殊
御
太
刀
一
腰
忝
致
拝
領

候
︑
誠
忰
家
ノ
面
目
不
可
過
之
候
︑
抑

御
入
洛
之
儀
︑
千
秋
万
歳
候
︑
因
茲
可

遂
馳
走
之
段
被
仰
下
候
︑
請
其
旨
相
応
之
儀
不
可
存
緩
意
候
︑
仍
テ
御
太
刀
一

腰
・
御
鷹
一
連
致
進
上
之
候
︑
併
奉
表
御
祝
礼
之
趣
宜
預
御
披
露
候
︑
恐
惶
謹
言
︑

五
月
廿
日

(天
正
一
三
年
)

政
家

真
木
島
玄
蕃
頭

(
昭

光

)

殿

一
色
駿
河
守

(
昭

秀

)

殿

上
書

一
色
駿
河
守
殿

真
木
島
玄
蕃
頭
殿

龍
造
寺
民
部
大
輔

二
三

龍
造
寺
政
家
書
状
写
︹
二
〇
一
︺

今
度
被
成
下
御
内
書
候
︑
忝
令
頂
戴
候
︑
仍
従
上
口
御
入
洛
之
御
催
半
候
哉
︑
就

夫
遠
国
相
応
之
儀
︑
可
致
馳
走
之
段
被
仰
候
︑
聊
不
可
存
疎
懐
候
︑
雖
然
近
年
此

郡
弓
箭
依
所
乱
意
外
罷
成
候
︑
此
之
謂
可
然
之
様
御
披
露
可
仰
候
︑
恐
惶
謹
言
︑

五
月
廿
日

龍
造
寺
民
部
大
輔
政
家
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真
木
島
玄
蕃
頭

(
昭

光

)

殿

一
色
駿
河
守

(
昭

秀

)

殿

此
返
書
各
礼
也
︑

二
四

正
親
町
天
皇
綸
旨
写
︹
二
〇
三
︺

就
山
門
并
日
吉
社
再
造
之
儀
︑
分
国
中
諸
寺
諸
山
奉
加
之
事
︑
於
馳
走
者
可
被

悦
思
食
之
由
︑
天
気
所
候
也
︑
仍
執
達
如
件
︑

天
正
十
二
年
十
二
月
十
二
日

左
中
将

龍
造
寺

二
五

龍
造
寺
政
家
書
状
写
︹
二
〇
四
︺

奉
請

綸
旨
事
︑

右
︑
跪
謹
以
致
頂
戴
候
畢
︑
眉
目
之
至
極
国
中
之
亀
鑑
何
如
之
畢
︑
抑

日
吉
社

御
奉
加
事
︑
云
勅
命
︑
云
神
慮
︑
最
被
存
忠
義
近
年
雖
為
弓
箭
未
治
之
節
︑
先
以

励
微
志
︑
八
王
子
一
社
造
営
料
運
上
候
︑
以
此
等
之
旨
宜
預
御
執
券
由
可
得
尊
意

候
︑
誠
恐
誠
惶
謹
言
︑

四
月
十
五
日

民
部
大
輔
政
家

上
書

御
奉
行
所

裏
ニ
龍
造
寺
ト
御
書
載
︑

二
六

比
叡
山
豪
盛
書
状
写
︹
二
〇
五
︺

為
日
吉
社
造
営
料
金
子
十
両
御
奉
納
天
道
御
冥
感
必
然
之
上
︑
御
武
運
長
久
・
国

家
安
全
指
掌
様
候
︑
就
其
御
祈
禱
巻
数
并
板
物
一
令
進
献
候
︑
表
祝
儀
計
候
︑
猶

更
精
誠
不
可
有
油
断
候
︑
余
御
懇
志
難
有
存
候
間
︑
不
斗
罷
下
御
礼
可
申
述
候
︑

其
砌
御
門
跡
御
令
旨
并
上
乗
院
何
モ
可
被
仰
入
之
由
候
︑
委
細
出
雲
方
可
申
上
候

条
︑
不
能
詳
候
︑
恐
惶
謹
言
︑

十
月
日

比
叡
山
大
本
願

探
題
僧
正
豪
盛
血
判

進
上
龍
造
寺
民
部
大
輔
人
々
御
中

二
七

鍋
島
信
生
起
請
文
写
︹
二
〇
六
︺

再
拝
々
々
天
罰
起
請
文

一
︑
就
今
度
御
弓
箭
︑
到
政
家
ニ
親
公
別
テ
被
副
御
心
候
段
︑
難
有
忘
却
ト
モ

中
々
不
及
申
候
︑
然
時
ハ
親
公
御
事
︑
今
ニ
ハ
隆
信
存
生
ト
奉
存
︑
何
編
至

身
上
之
儀
振
懸
申
︑
政
家
ニ
奉
公
仕
候
間
︑
御
心
腹
ヲ
不
被
相
残
被
仰
聞
候

ハ
︑
弥
身
命
之
限
政
家
ニ
奉
公
ヲ
可
遂
候
事
︑

一
︑
以
時
分
政
家
隠
居
之
砌
︑
飛
驒
守
事
ハ
隠
居
之
供
仕
候
テ
︑
政
家
ニ
奉
公
之

外
不
存
別
儀
候
事
︑

一
︑
自
然
飛
驒
守
奉
公
之
儀
︑
政
家
気
色
ニ
不
相
似
之
儀
共
候
ハ
︑
親
公
被
聞
召

候
テ
被
仰
聞
候
ハ
︑
唯
今
之
奉
公
ヲ
相
迦
候
テ
︑
相
当
之
奉
公
心
及
之
処
可

仕
候
︑
其
時
分
モ
政
家
ヲ
不
可
存
恨
ニ
候
︑
如
此
之
申
事
モ
忰
家
歎
之
余
ニ

令
申
候
事
︑

右
之
趣
︑
一
字
一
言
モ
於
相
違
者
︑

天
正
十
三
年
七
月
二
日

鍋
島
信
生

波
多
親
公

二
八

筑
紫
広
門
起
請
文
写
︹
二
〇
七
︺

再
拝
々
々
敬
白
天
罰
起
請
文

夫
意
趣
ハ
︑
今
度
種
実
(秋
月
)

・
広
門

(筑
紫
)

間
之
儀
︑
政
家
以
御
中
達
︑
互
ニ
改
先
非
︑
令
純

熟
候
条
到
種
実
聊
無
疑
心
以
真
実
当
弓
箭
行
等
申
談
可
抽
粉
骨
候
︑
勿
論
奉
対
薩
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州
三
家
以
同
意
申
入
上
ハ
︑
当
末
到
豊
後
家
︑
申
通
間
敷
之
事
︑

右
之
趣
︑
於
令
違
犯
者
︑

天
正
十
三
年
八
月
廿
九
日

筑
紫
左
馬
頭
広
門
血
判

龍
造
寺
殿

二
九

龍
造
寺
家
晴
起
請
文
写
︹
二
〇
八
︺

再
拝
々
々
天
罰
起
請
文

一
︑
到
政
家
公
自
今
以
後
無
別
心
可
得
貴
意
之
事
︑

一
︑
政
家
公
家
晴
間
ニ
誰
人
如
何
躰
讒
言
雖
有
之
︑
不
致
合
心
︑
到
政
家
公
無
腹

蔵
︑
相
尋
糺
実
否
弥
可
得
貴
意
候
事
︑

一
︑
世
上
如
何
躰
雖
転
変
候
︑
政
家
公
事
差
捨
申
間
敷
事
︑

付
リ
家
晴
親
類
家
中
之
人
︑
到
政
家
公
逆
意
雖
相
挟
︑
同
心
申
間
敷
候
事
︑

一
︑
承
付
存
寄
子
細
ハ
︑
何
ケ
度
モ
可
申
入
之
事
︑

一
︑
縦
従
敵
方
計
策
候
モ
︑
書
状
ハ
不
解
紐
口
上
ハ
︑
不
残
一
言
モ
可
申
入
事
︑

付
リ
密
々
之
儀
被
仰
遣
候
ハ
︑
聊
口
外
申
間
敷
候
事
︑

天
正
十
三
年
九
月
晦
日

龍
造
寺
上
総
介
家
晴
血
判

政
家
公
進
覧

三
〇

小
早
川
隆
景
書
状
写
︹
二
一
〇
︺

如
仰
︑
旧
冬
ハ
不
斗
殿
上
国
関
白
殿
へ
︑
遂
一
礼
即
令
下
向
候
︑
長
久
入
魂
之
躰

ニ
候
間
︑
可
安
御
心
候
︑
為
御
祝
儀
御
太
刀
一
腰
金
覆
輪
・
織
物
二
反
送
給
候
︑

到
遼
遠
御
丁
寧
之
儀
候
︑
仍
九
州
之
儀
︑
先
状
如
申
静
謐
之
儀
︑
京
都
御
下
知
候

条
︑
可
被
成
其
御
心
得
候
︑
御
使
僧
御
仕
合
能
被
明
御
隙
趣
ハ
︑
従
是
重
畳
申
入

候
︑
然
ハ
御
質
之
事
以
之
外
被
差
急
儀
候
条
︑
可
鴎
継
日
夜
差
下
申
候
︑
成
富
十

右
衛
門
尉
方
之
事
ハ
︑
御
断
申
候
テ
到
大
坂
上
セ
申
候
︑
彼
御
分
別
御
辛
労
之
段
︑

御
褒
美
可
被
成
候
︑
御
人
質
無
御
延
引
来
月
廿
日
比
大
坂
着
候
様
︑
御
上
セ
可
為

肝
要
候
︑
此
一
儀
ニ
相
極
候
︑
猶
任
口
上
候
︑

恐
々
謹
言
︑

二
月
廿
三
日

隆
景

(小
早
川
)

判

政
家
参
御
報

三
一

鍋
島
信
生
起
請
文
写
︹
二
一
三
︺

再
拝
々
々
敬
白
起
請
文

右
意
趣
者
︑
御
家
裁
判
之
儀
雖
被
申
付
候
︑
更
根
気
相
尽
候
条
︑
難
罷
成
之
由
遂

御
詫
言
候
処
︑
右
之
趣
不
可
相
背
由
為
各
蒙
仰
候
条
︑
先
以
任
御
助
言
之
旨
候
︑

然
上
ハ
毛
頭
不
奉
存
他
心
別
儀
及
根
気
所
身
命
ヲ
限
︑
政
家
御
為
ヲ
歎
可
致
御
奉

公
覚
語
(マ
マ
)

候
︑
然
ハ
依
奉
存
御
家
之
為
︑
縦
一
旦
御
気
色
雖
悪
敷
候
︑
存
寄
候
処
︑

無
用
捨
可
申
上
候
︑
勿
論
非
道
之
儀
心
ニ
覚
所
沙
汰
仕
間
敷
候
間
︑
被
聞
召
付
儀

候
ハ
︑
則
可
被
仰
聞
候
︑
其
時
相
背
申
間
敷
候
︑
殊
政
家
為
ヲ
各
依
被
思
召
︑
今

度
忝
貴
意
ヲ
被
下
候
上
ハ
︑
奉
対
各
候
テ
モ
︑
向
後
無
忘
却
不
奉
存
緩
疎
之
儀
︑

政
家
ニ
相
応
之
御
取
合
不
可
存
余
儀
候
︑
自
然
気
根
不
相
叶
儀
候
ハ
︑
到
各
御
理

ヲ
申
述
只
今
之
御
奉
公
之
姿
可
致
上
表
候
︑
於
其
節
ハ
被
仰
談
政
家
所
之
義
︑
可

然
様
可
被
相
歎
御
事
奉
頼
候
︑
御
家
之
為
ニ
候
条
︑
縦
某
雖
相
迦
候
︑
愚
意
候
ハ
︑

無
腹
蔵
可
申
上
儀
︑
聊
用
捨
仕
間
敷
候
︑
万
一
各
御
身
躰
及
御
気
遣
候
儀
候
ハ
︑

何
様
以
真
実
御
用
ニ
可
罷
立
候
事
︑

一
︑
於
家
中
我
意
之
人
於
有
之
ハ
︑
糺
実
否
顕
然
之
時
ハ
︑
政
家
ヘ
立
御
耳
成
敗

可
仕
之
事
︑

一
︑
政
家
様
之
儀
︑
到
信
生
讒
者
之
人
候
ハ
︑
政
家
様
彼
衆
中
ニ
不
残
可
有
其
申
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付
︑
如
此
雖
申
合
候
︑
若
到
政
家
為
各
於
逆
意
ハ
此
御
神
文
不
可
有
其
実
候

事
︑

右
︑
条
々
於
令
違
犯
者
︑

天
正
十
四
年
四
月
十
一
日

鍋
島
飛
驒
守
信
生
血
判

江
上
権
兵
衛
尉

(
家

種

)

殿

龍
造
寺
安
房
守

(
信

周

)

殿

横
岳
下
野
守

(
頼

続

)

殿

龍
造
寺
越
前
守

(
家

就

)

殿

内
田
紀
伊
守

(
信

賢

)

殿

鴨
打
陸
奥
守

(
胤

忠

)

殿

副
島
長
門
守

(
家

益

)

殿

龍
造
寺
和
泉
守

(
長

述

)

殿

龍
造
寺
上
総
介

(
家

晴

)

殿

後
藤
伯
耆
守

(
家

信

)

殿

進
覧

三
二

龍
造
寺
政
家
起
請
文
写
︹
二
一
四
︺

再
拝
々
々

家
裁
判
之
儀
︑
鍋
島
飛
驒
守
ニ
申
付
候
条
︑
縦
政
家
気
色
ニ
不
相
似
合
之
儀
雖
有

之
︑
各
ニ
無
談
合
政
家
為
自
分
到
飛
驒
守
身
躰
︑
不
可
有
相
違
之
儀
候
事
︑

付
リ
対
政
家
為
飛
驒
守
緩
疎
之
儀
︑
有
之
由
誰
人
申
儀
候
ハ
︑
到
飛
驒
守
其
旨

趣
不
残
申
聞
相
糺
邪
正
讒
人
於
顕
然
ハ
︑
則
時
可
致
其
沙
汰
之
事
︑

天
正
十
四
年
卯
月
十
三
日

政
家

家
種
(江
上
)

信
周

(龍
造
寺
)

頼
続

(横
岳
)

家
就

(龍
造
寺
)

信
賢

(内
田
)

胤
忠

(鴨
打
)

家
益

(副
島
)

長
述

(龍
造
寺
)

家
晴

(龍
造
寺
)

家
信

(後
藤
)

三
三

伊
集
院
忠
棟
起
請
文
写
︹
二
一
五
︺

起
請
文

右
意
趣
ハ
︑
今
度
到
豊
後
出
張
之
儀
ニ
付
テ
︑
質
人
之
事
申
上
候
処
︑
以
着
到
承

候
趣
︑
令
納
得
候
上
ハ
彼
質
衆
中
番
替
之
日
数
︑
聊
無
滞
差
替
可
申
事
︑
少
モ
不

可
有
疎
意
候
︑
自
豊
州
於
帰
陣
ハ
彼
質
人
之
事
︑
則
帰
可
申
候
︑
自
然
方
角
出
勢

於
相
延
ハ
︑
是
モ
ヤ
ガ
テ
可

帰
遣
候
事
︑

付
八
代
へ
è
留
之
質
人
此
節
帰
可
申
事
︑

此
旨
若
令
相
違
者
︑

天
正
十
四
年
三
月
廿
四
日

伊
集
院
右
衛
門
大
夫
忠
棟

龍
造
寺
民
部
大
輔
殿

三
四

黒
田
孝
高
・
毛
利
輝
元
連
署
起
請
文
写
︹
二
一
七
︺

如
御
兼
約
此
節
可
有
御
忠
義
之
由
︑
以
両
使
被
仰
越
候
︑
然
処
京
都
之
御
判
形
五

日
以
前
御
差
下
候
︑
誠
ニ
御
冥
加
之
至
候
︑
此
時
ハ
預
御
現
形
専
一
候
︑
向
後
見

放
申
間
敷
候
︑
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若
此
旨
於
偽
申
者
可
罷
蒙
︑

日
本
国
中
大
小
神
祇
八
幡
大
菩
薩
︑
殊
厳
島
大
明
神
・
天
満
大
自
在
天
神
御
罰
者

也
︑
仍
起
請
文
如
件
︑

天
正
十
四
年
十
一
月
七
日

毛
利
右
馬
頭

(輝
元
)

判

黒
田
勘
解
由

(孝
高
)

判

龍
造
寺
民
部
大
輔
殿

三
五

波
多
親
起
請
文
写
︹
二
一
八
︺

再
拝
々
々
天
罰
起
請
文

右
意
趣
者
︑
去
夏
到
平
戸
及
弓
箭
候
処
︑
武
雄
・
平
戸
連
々
往
返
無
心
元
存
之
至
︑

貴
家
雖
申
入
︑
右
之
段
数
月
無
御
取
沙
汰
候
条
︑
不
審
千
万
ニ
候
処
︑
水
町
丹
後

守
方
・
小
河
三
郎
右
衛
門
方
被
差
越
候
間
︑
令
納
得
候
上
︑
重
畳
預
御
神
文
候
︑

此
上
ハ
到
政
家
不
存
疑
心
候
︑
此
外
ハ
数
度
之
神
裁
明
白
候
条
不
申
承
候
︑
京
芸

薩
御
弓
箭
之
躰
︑
如
何
様
雖
為
変
化
︑
政
家
不
差
捨
申
可
相
歎
之
事
︑

此
趣
於
偽
者
︑

天
正
十
四
年
霜
月
廿
七
日

波
田
親

(マ
マ
)

血
判

政
家
参

三
六

豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写
︹
二
一
九
︺

今
度
島
津
豊
後
へ
令
乱
入
ニ
付
テ
︑
此
刻
殿
下
へ
可
有
忠
節
之
由
候
テ
︑
色
相
立

肥
後
表
方
々
相
働
放
火
之
由
申
越
候
︑
誠
以
神
妙
ニ
被
思
召
候
︑
就
其
阿
波
・
淡

路
備
前
・
美
作
其
外
人
数
三
百
余
之
ツ
モ
リ
ニ
テ
重
テ
差
遣
候
︑
島
津
敗
軍
可
仕

候
︑
自
然
逃
落
薩
州
於
楯
籠
ハ
︑
来
春
早
々
被
出
御
馬
︑
島
津
可
被
刎
首
候
条
︑

聊
無
越
度
様
行
肝
要
候
︑
委
細
小
早
川
左
衛
門

(隆
景
)

佐
・
黒
田
勘
解

(孝
高
)

由
可
申
候
也
︑

極
月
二
日

御
朱
印

(豊
臣
秀
吉
)

龍
造
寺
民
部
大
輔
殿

三
七

大
谷
吉
継
書
状
写
︹
二
二
二
︺

将
又
︑
雖
是
式
如
何
候
︑
加
賀
染
手
綱
・
腹
帯
五
十
具
進
覧
之
候
︑
表
音
信

斗
候
︑

就
御
礼
儀
被
差
上
御
使
候
︑
披
露
仕
候
処
︑
今
度
早
速
被
立
色
御
忠
節
之
段
︑
別

テ
御
感
悦
不
斜
候
︑
則
御
使
江
モ
重
畳
被
仰
含
︑
誠
ニ
御
面
目
之
至
珍
重
存
候
︑

則
被
成
御
書
候
︑
不
日
御
動
座
候
条
︑
其
節
以
貴
面
可
申
談
候
︑
次
拙
者
江
銀
子

三
拾
両
拝
受
候
︑
祝
着
之
至
難
謝
候
︑
猶
頓
テ
安
国
寺

(
恵

瓊

)

下
向
候
条
︑
其
刻
万
々
可

申
入
候
︑
恐
々
謹
言
︑

正
月
廿
三
日

吉
継
判

龍
造
寺
民
部
大
輔
殿
御
返
報

三
八

飛
鳥
井
雅
継
書
状
写
︹
二
四
〇
︺

紫
之
組
冠
懸
之
事
︑
条
々
雖
有
子
細
之
儀
︑
御
懇
望
之
間
免
申
候
︑
御
着
用
尤
規

模
珍
重
也
︑
恐
々
謹
言
︑

七
月
廿
八
日

雅
継

(飛
鳥
井
)

羽
柴
侍
従

(政
家
)

殿

三
九

毛
利
輝
元
書
状
写
︹
二
四
三
︺

就
帰
国
之
儀
︑
遙
々
被
仰
越
祝
着
之
至
候
︑
在
洛
中
切
々
令
参
着
本
懐
候
︑
御
下

向
之
後
無
相
替
儀
御
気
色
可
然
罷
下
候
︑
其
内
承
候
︑
御
隠
居
等
之
事
意
得
存
候
︑

此
等
之
趣
可
申
述
之
処
︑
大
仏
殿
材
木
之
事
被
仰
下
候
条
︑
分
国
中
申
付
候
間
延

｢藤龍家譜」所収文書について
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引
候
︑
隆
景
今
日
下
国
候
条
︑
此
通
可
被
申
候
由
相
約
候
︑
猶
追
々
可
申
候
︑
恐
々

謹
言
︑

十
月
廿
八
日

宰
相
(毛
利
)

輝
元

羽
柴
侍
従
殿
御
報

四
〇

龍
造
寺
政
家
書
状
写
︹
二
四
五
︺

長
法
師
丸

(
龍

造

寺

)

就
養
子
契
約
之
儀
︑
忰
名
字
龍
造
寺
之
事
︑
到
飛
驒
守
令
附
与
畢
︑
然

ハ
於
伊
勢
松
丸

(
鍋
島
勝
茂

)

モ
相
続
之
儀
︑
可
為
肝
要
之
状
如
件
︑

天
正
十
六
年
十
一
月
廿
八
日

羽
柴
肥
前
侍
従
政
家

龍
造
寺
飛
驒
守

(
鍋

島

直

茂

)

殿
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